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１ 単元名  かけ算（２） 

 

２ 指導の立場 

  本学級の児童は、かけ算（１）（５、２、３、４の段）の単元で、「同じ大きさの集まり」に着目し、

それが「いくつ分」あるのかを意識し、かけ算の式は「基準量のいくつ分」で表されることを学習し

ている。また、記号「×」や用語「～ばい」の意味が分かり、かける数が 1 増えると、積はかけられ

る数だけ増えることを使って九九を構成することも学習している。さらに、模型の電車や直線の長さ

（連続量）をもとに倍の意味を知り、「もんだいづくり」をすることで、かけ算が適用される場面につ

いての興味や理解を深めることができた。しかし、乗法九九の定着が不十分な児童や文章題において

何を基準量として立式するのかをとらえにくい児童も少なくない。さらに、解き方の思考の筋道を相

手に説明することが苦手な児童も多いので、図や式、言葉を用いて、わかりやすく説明する力を高め

ることが課題であると考える。 

 

本単元は、学習指導要領第２学年「Ａ数と計算」（３）「乗法の意味について理解し、それを用いる

ことができるようにする。」や「Ｄ数量関係」（２）「乗法が用いられている場面を式に表したり、式を

読み取ったりすることができるようにする。」を受けて設定されたものである。かけ算（１）と大きく

違うところは、６，７，８，９，１の段の九九を構成させるために、数図ブロックに代わりアレイ図

を用いていることである。この単元では、アレイ図や、かける数が 1 増えると、積はかけられる数だ

け増えることを使って、自分の力で九九を構成することや、九九を唱え、それを適用して問題を解く

ことをねらいとしている。さらに、九九のよさや、かけ算が用いられる場面がわかり、進んで用いよ

うとすることも目標である。 

 

  そこで指導にあたっては、以下のことに留意したい。 

○ 文章題において、「～ずつ」という言葉（基準量）を意識し立式させることで、正しい答えを導き

出せるようにする。 

○ アレイ図を用いて６、７、８、９の段の九九を構成させ、基準量のいくつ分ととらえる見方の他

に、全体の数を積としてとらえる見方もできることに気付かせる。 

○ 丸の数を求める学習では、同じ形が複数書かれたシートを用意し、多様な考えが記入できるよう

にする。また、図や式を用いて相手にわかりやすく説明させる。 

○ 友だちの説明を聞くことで、自分の考えと同じところや違うところ、友だちの考えのよさに気付

かせ、考え方を豊かにさせる。 

○ かけ算九九の適用問題では、身の回りからかけ算で求められる事象を探し、興味･関心を高め、日

常生活での活用を促すようにする。 
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８ ９の段の九九の

唱え方を知り、適

用題を解く。 

９の段の九九の唱え方を

知り、唱える練習をする。 

 題意をつかみ、かけ算の式

に書き、８の段の九九を使っ

て解く。 

９の段の九九の唱

え方を知り、適用題

を解くことができ

る。 

（考・技･･･活動・ノート） 

 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

・９の段の九九 

９ 九九の定着を図

り、活用する。 

 九九のカードで８の段、９

の段の九九の練習をする。 

 「九九のなぞなぞ」を解い

たり、つくったりする。 

 九九カードで８の

段･９の段の九九を

唱えることができ

る。 

（技･･･活動・発言） 

・８の段と９の段

の九九 

10  １の段のかけ算

の意味を理解し、

構成する。また、

その唱え方を知

る。 

 絵を見て、ケーキは１×４

というかけ算の式で表され

ることをとらえる。 

アレイ図使って、１の段の

九九を構成し、その唱え方を

知る。 

 １の段のかけ算の

意味を理解し、構成

することができる。 

 唱え方を知り、適

用題を解くことがで

きる。 

（考･知･技･･･ノート、発

言） 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

・１の段の九九 

11 練習問題を解く 

12 

 

本 

時 

同じ数ずつまと

める活動を通し

て、丸の数をかけ

算で求めることが

できる。 

 

●の数をかけ算を使って

多様な方法で求め、かけ算の

理解を深める。 

多様な方法で解き

方を考えることがで

きる。 

自分の考えを友だ

ちに伝え、話し合いに

よって、多様な解き方

に気づくことができ

る。 

（考・知･･･ワークシー

ト、活動） 

・１から９の段ま

での九九 

・加法 

・減法 

 

 

 

 

二 

か 

け 

算
を
使
っ
た
問
題 

13  乗法と加法、乗

法と減法が組み合

わされた問題を解

く。 

 問題から数量の関係を考

え、乗法と加法、乗法と減法

を使って解決する。 

 

 乗法と加法、乗法

と減法が組み合わさ

れた問題を解くこと

ができる。 

（考･技･･･発言・ノート） 

・乗法 

・加法 

・減法 

 

 

三 

 

探

し

て

み

よ

う 

14  身の回りにある

かけ算の場面を探

す。 

 写真を見て、かけ算の場面

があることに気付く。 

 身の回りにあるかけ算の

場面を探して調べ、発表す

る。 

 身の回りにあるか

け算の場面を進んで

探し、日常生活と算

数を結び付けようと

している。 

（関･･･発言・ノート・活

動） 

・乗法 

四 

 

ま 

と

め 

15 「たしかめ道場」、復習をする。 

16 【やまぐち学習支援プログラム】（単元評価問題）に取り組む。 



３ 単元の目標 

アレイ図等を使って、６，７，８，９，１の段のかけ算を構成し、九九を唱えたり、それを適用

したりすることができる。 

 

４ 指導計画（総時数 16 時間） 

次 時 目標 学習活動 評価規準 活用する力 

一 

 

九 

九 

づ 

く 

り 

１ アレイ図を使っ

てかけ算が構成で

きることを理解す

る。 

 アレイ図から４×３は、４

個ずつ３列に並んでいるこ

とを見付ける。 

 同じように４×４から４

×９の図をつくり、基準量を

確認する。 

 未習のかけ算の九九の図

をつくる。 

アレイ図を使っ

て、かけ算を構成で

きることが理解でき

る。 

（考･･･発言・活動） 

・おなじ数ずつ 

・既習の九九 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

２  アレイ図を使っ

て６の段の九九を

構成し、その唱え

方を知る。 

 アレイ図を使って６×１

～６×３の答えを求める。 

 答えが６ずつ増えること

に着目して６の段の九九を

構成する。 

 ６の段の九九の唱え方を

知る。 

 アレイ図を使って

６の段の九九を構成

することができる。 

（考･･･発言・ノート） 

 ６の段の九九の唱

え方を知る。 

（知…発言・活動） 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

３  ６の段の九九の

適用題を解いて、

九九の練習をす

る。 

 題意をつかみ、かけ算の式

に書き、６の段の九九を使っ

て解く。 

 数字カードを用いて、６の

段の反復練習を行う。 

 ６の段の九九を用

いて適用題を解くこ

とができる。 

（考・技･･･発言・ノート） 

・６の段の九九 

４  アレイ図を使っ

て７の段の九九を

構成し、その唱え

方を知る。 

 アレイ図を使って７×１

～７×３の答えを求める。 

 答えが７ずつ増えること

に着目して７の段の九九を

構成する。 

 ７の段の九九の唱え方を

知る。 

 アレイ図を使って

７の段の九九を構成

することができる。 

（考･･･発言・ノート） 

 ７の段の九九の唱

え方を知る。 

（知…発言・活動） 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

５ ７の段の九九の

適用題を解いて、

九九の練習をす

る。 

 題意をつかみ、かけ算の式

に書き、７の段の九九を使っ

て解く。 

 数字カードを用いて、７の

段の反復練習を行う。 

 ７の段の九九を用

いて適用題を解くこ

とができる。 

（考・技･･･発言・ノート） 

 

・７の段の九九 

６ アレイ図を使っ

て、８の段、９の

段の九九を自分の

力でつくる。 

 ８の段、９の段の九九をつ

くるという課題をつかみ、ア

レイ図を使って構成する。 

 ８の段と９の段の答え合

わせをする。 

 アレイ図を使って

８の段、９の段の九

九を自分の力でつく

ることができる。 

（考･技･知･･･活動） 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

７ ８の段の九九の

唱え方を知り、適

用題を解く。 

８の段の九九の唱え方を

知り、唱える練習をする。 

 題意をつかみ、かけ算の式

に書き、８の段の九九を使っ

て解く。 

 ８の段の九九の唱

え方を知り、適用題

を解くことができ

る。 

（考・技･･･活動・ノート） 

 

・おなじ数ずつ 

・基準量の何倍 

・乗数が１ずつ増

えるときの積の増

え方 

・８の段の九九 

 



 


